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看護師のもう一つの 働 き 方

「人生支援 Jに参加しませんか?

http://www.minato-yuu.or.jp 
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その人らしい、

当たり前の生活のために。

- lf(fl't:心身昨'刀打のために、 l宍療ができること ~

自らの力では、歩く ζ とも、食べることもままならならない

“血痕心身P:t;!f-1'i'"と呼ばれる方々のことをご千子鈎lでしょうか?

彼らの中には、1.:きていくために、医総の力を必要としている方々がいます。

でもそれは、一時的な「治総jのための医療ではありません。

重い陣符がありますが、彼らには、日常生活があります。

朝起きて、食事をして、お出かけをして、お風呂に人って。

ごく将通の毎日の生活の中で、吸引や経管栄養といった、

医療的ケアを必~としているのです。

そんな民自主心身~r:c;作者のみなさんの、その人らしい当たり前の人生を、

:}j:びも悲しみも共有しながら、長!日!的に支えていくこと。

ここに、 「人生文援Jという、l去絞のもう一つの役割があります。

「みなと合Jでは、そんな:ffi佐心身障者者の「人生文媛Jに

15年1111にi度って取り組んできました。

「どんなにF前日のif!い人にも地域生活をJ。

そんな思いから、医滅的ケアを取り入れながら

重症心身隊答者・の方々 の~Ié きる }J を求めて

「本人中心支媛jを実践しています。

そこにあるのは、大併のスタップに悶まれて過ごす、

笑いあり、以ありの!賑やかな毎日。

「みなと合jの )j，! をI!~)\、てみましょう 。
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11131"1")食・I.(i，やっぱり・併のお策し

み fゅう (11:)でI;UAI/Iスタ，7が. rヶ
アホームはなえみ・はなあかりJ(~'I ・す)

では ~þ~ Aタ，7が、細かくを'1んた fr'1> 、

ヘー λI.~):の ft ・1>など， 1， ;1 しメニューを

人ひとりにあわせたJt~-cW fJ\します け

からのf.'1.がl付録なんは.年f'i~， 't~ fiによ

り食 'I~キとります

11'1'の11¥11:1の過ごし方I阜、人それぞれ

[ゅうではt-対J佐←一で支』仮右 1タ，/と(，“

スタヌ7 が'，!)'帯り i添Eい.そのnのiト，~1やその

Jiのへースに合わせてニ絡に川!llJJをして

t 、ます ;~'i ;出を九，ii~ーしたり，、ル ンでi十

f+を{'I，，(したり‘ Ptにはみんなごゲームを

奈しじことるいつも 人 制ご‘山jとを合

わせ.~.~ .'L~ }~ :t，Jj も共にしてい~-1' 

いつιとi血う lii色に触れる時1I111i.人'1..を円

かにしてくれ志す Iゅうj のf. f)~ スタ 171iIJ 々

のおnl{ Iじゃれい物、お祭りや7-11.にもいoIil

主た『ヘルハーゅうで11.F人ひとりのふ中に

fTわせ.コンサートベ)7--7 ハー?にるお~l!れし

てい止す必 'Jl' な/jに{止、 I:'-W;~; t!をけった

-・.

...__...~.-，.--・・--

「ちな¥"..Q.I f1)品 μ 『

fみなと舎j(;l.、平成 10年、神奈川県検須賀市に縫生した重症心身障害児(者).

:ffi度重複障容児(者)のための社会福祉法人です。平成 25年 3月現在、 43名

のメンバーさんが『ゅうJを利用しています。
日中の崎閣を

過ごす喝所
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「みなと舎Jのメンバーさん.たちは、どんな毎白を送っているの?

まずはメンバーさんのFらしの各均面から 「本人中心支援」の現場をのぞいてみ去しょう

，;< rみなと合jの通所施設fゅう』をf'Jm-jる信広心身隙:甲山(r.l. 盈Jltm~担隙'~I児 (有)のJj々のこ とを「メンパーさんJと呼んでいます

健康チ主ツタ
fe作をた;ニすこともあるメンハーさんにとっ

て.日々のflHJtチエヅクは欠かぜません

『ゅうjではWiJJ、支媛スタッフと行，，'母スタソ

7が体jlu~ぞ 1(11 '1'俄 k~~'W!・を ，1I'i則してその

11 の体訓告犯l~'す るとともに、祈!JI)}'J'6 メ

ンパーさんの憾 [-1こ変化がないか.常に%

を限りながら fr!日J 桜花氏による定 JVJ 検~~

もた胞して1‘ます

送り迎え
ilillの1"1'ととfゅうjのiU!1li、 I'j(尚 ，..の

まま品り込む、ことができる ~I. Jtl 'ド Iilljで将

!llI)します可1'1)}での移動がl剖維なメン"ー

さんの1己となるのが. rゅうjの迎転 .i手

県スタ 17 1止申~I i匝タお迎えに1i'き J起さ

かかえて 'I(!t.i{にlf!せたり.家の'J'まで

お足l!れしたり、 人ひとりに合わせたJjil;

で送迎しています

-lIの被れと~'iれを洗い流l...リラックス

にもつながる入浴タイムJゅうに11.メン

"ーさんWJlIの広々 としたお紙，1，1，ゅう

のi¥JJがあり、 !1:1荒スタ‘ノ72-3人により

人1谷の介lめをしています ーウアホーム{ま

なえみ はなあ/).りjで6.1'1"1タftliiiに

ゆったりとくつろ:1'る 入iriの11¥1111をi!JfJt 

しています

一関滞在できる

"もうひとつの家"
自立生活を送る

8らしの場

一人ひとりの日常生活を

支えるサービス

『

地主認のみなさんと

「みなと舎Jをつなぐ栂鮫窓口
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条々さんの一 日は、 rIまなえみjで作らす

議よりも 7-く始まります。帆 611午、かわい

らしい下作りの小物や家族の写J:t:にIlHまれ

た部尽で、今Uも-1昨に日を:r.tましましたe

その綿子にいち早く気づいたのは、1行irlス

タッフの天川 さん。「条々さん、おはよう

ございますJと、にこやかな笑飢で部路に

入ってきました。々々さんは、まだ少し!仮

そうなぷ的。天川さんは、奈々さんのペー

スにあわせてゆっくりと将位えを済ませる

と、今度{ま朝食のため、奈々さんをlF.t、す

に采せてリビングへ 条々さんのft'I~ は、

口からmることが難しいため、チューブを

介して¥'1にi白:按流!llIJ食を流し込む続行栄発

です。ゆっくりゆっくり、約 1時間かけて、

':ifl食を済ませました。

自慢の白い仰をl野いたら、少しベ y ドでl本

活1をとり、今JJ!.'はお出かけの~1(! 6iú です。 ダ

ウンコート、ニット側、 ミトンと、万令の

|リJ深スタイルで外出用の。l(柿子に釆り込

み、 il'!備は OK.r読み切ったu冬の 1812Eの

ド、天川さんと一緒に 『はなえみjを後に

しました。

f-対一Jという安心感と共に。

住宅街を抜け、冬野!t:が実る知lを横 tlに

10分ほど行くと、 『ゅうjに到者です。「お

はようございます !今11も恕いですねん



いつも Jじ%なスタッフのみなさんに迎えら

れ、条々さんのぶれ'/'5一気にIlfJるくなりま

した。fゅうjでは、メンパーさ ん -人に

対して 人のスタ ッフが1・fく. 一対ーの支

媛を行 っています この f-Iの王寺々さんの担

w，は、文J震スタソフの上村 さんです。J..十I

さんと条々さんは 4 íl~のお付 き合いにな

る、主{心741れた 11110:;耳目町!を交わしながら、

公々さんがJ9ilo:iする 「ひかりJの部尾へと

':'JかL、ました。

例 911半、;'fflk¥に王IJlfすると、あi々と 仲]111た

ちも Sやってきました.にぎやかな朝の部屋

の中で、 卜ー村 さんはいつも通り 、体温と血

oj ， ~素濃度のチェ ッ クを済ませ、水分補給



を行います 「今Iliまいjかあ ったのかしら、

ニコニコしてご機嫌ですねJorゅうjに到

1"(してからなんだかうれしそうな条々さん

の線子につられるように、 |て村 さんも ・車n
に笑顔に。たんが絡みやすい渋々さんのた

め、時々吸入を行いながら、すぐそばに、

呼吸を介わせるように寄り添っています。

大好きな外出t車、 師さんも一緒に

この 1 1 は大%も!~いので、 ('1 '1111 と ー絡にお

l放歩に，'1'，かけることに。公々さんのように、

I1Uht的ケアの必'll_[なβが外出するときは、

必ずn，~師のyi怖を持っているイM スタ ッ

フ志向行するのが、『ゅうjのルール。似

') I i訴を-y-にしたね漫スタ ッ フの ':;{.~f さんも

ー絡に、近Jifrの広場へ，t'1かいましたの外の

)~に吋たることが~f きな公々さんは、 -1(li 

;.1'1.色く染ま った菜の花仰を眺めて、とても

気持ち良さそう スタ yフのみなさんの191

るい笑い戸に.心も表的も防191るくなっ

た線千です。

fゅう j に氏ると . 今度 I立公食の'I.~III Iです

食事のときは、たんが絡んだり.反 したり

しないよう、 上村さんはfffにitlJ:深く朱々

さんを見寸:っていますo 1-_村さんがこのj誌

を離れるときも、 {自のスタ yフが必ず交代

で寄り添ってくれます。スヲ ッフのみなさ

んは、いつもこうぞってチームプレイを見

せてくれるので、1.i.々さんも安心して過ご

すことができます。

突然の発作も、みんながいれば大丈夫

食い l'、 ドアが {パタンjとl羽まったITを

1111¥、て、奈々さんはひ.っ くり。身体も b1o'l

も e瞬、硬直してしまいました するとfゴ

J ンね一、 奈々さんJ とイì- ~0スタッフの小

Jみさんがすぐに駅けつけてくれました.

4T々 さんは苛にとても敏感で、 ドアの1mけ

I~I めや，准かのくし 平みなど 、 少し人ーきめの

rr・がすると怪い発作を起こしてしまうこと

があるのです。 このことを良く知っている

スタッ プのみなさんは.円以から%をつけ

て行動していますが、 どうしても ffをなで

てしまう こと も そんなとき、すぐに駆け

つけてくれる人がいるこ とは、 1tE々 さんに

とって大きな心の支えにな っています こ

の11も、小島さんのIJ/Iを見た条々さんは、

次第ーに笑顔にぽり、発作も短いHギ1111でmち

rtきました。

'r-l去になると、 ノ列企'1まfk今さんに人:1立がff:

されました。 米i凶 『ゅう』で行われる rh~

人を祝う会jのクイ ズの(¥fl備のため、みん

なを代表して.成人を迎える }jにインク

ビューをしに行くのです .{j'~哲スヅ ッフの



小山さんに辿れられて日1Iのflj;J3fへ移動し.

常キと大役をこなした奈々さん スタッフ

と、他のメンバーのみなさんにも災められ、

ごi~悦の係予です

やっぱりー寄窓ちoくのは、マイルームs

午後 3時、にぎやかな fゅうjでの1I.¥'11lJは

あっという 11¥1に過ぎ、 fはなえみjへ灰る

11キ1111となりました。少し傾いたλ:Ji幼が!!(!り

つける '1'、1'1'11¥13人とー絡に出，l路につきま

す。王11(iした公々さんたちを，'1¥迎えてくれ

たのは、 xf需の文J君スタッフと.今{主の宿

i，'，スタッフ、合，11・41'，のみなさん。ケアホー

ムでも、メンバーさんと同じ人放のスタッ

フが勤務し、 一対・の支媛で-人ひとりの

作らしを支えているのです.

~々さんは、 '(rí ii'，ス 9 ッフの悦上さんに述

れられ、1'1分のt.llk[へ やはりこの古11屈が

1ft!おちrfくのでしょう。ベッドに織になっ

たとき、今11 ・貯の犯やかなぷ仰を比せて

くれました。お守つには!J!J来ジュースをm
り、おj瓜凡にも人り、リラックスした!万凶

%のrl'.タJIのIIW¥Iは過ぎていきました。

笑llliの理由1:、にぎやかな仲間たち.

6 U半、ドになると、策しい夕食の時11¥1ですe

-幸町にりらす 4人全oでリビングに!ISま

り、 I~í や かに食・I~ をねI ります。 今 11 のメ

ニューは小松菜の(，利lえ.キ 」ウ').卵、

トマトの入った 7 ッシュポテト、キャベツ

のI~Hさきトマトソース スタ ッフのJjが飽

，:，)を凝らしたオリジナルメ ニュ ーは、 l味は

もちろん、 11にも鮮やかなもの みんな美

l味しそうに"に巡んでいきます。4f々 さん

はこの食事をmることはできませんが、み

んなと一緒の'1!11I1でH年H¥Iを共にしているこ

とを楽しんでいる総子eニコニコしながら、

賑やかなみんなの線チを眺めていました。

食 事が終わると、 -11の波れが/1'，たので

しょうか 公々さんのFIは、少しとろーん

としてきました。 ~'I \ 、て、大きなアクピも。

般J : さんはその線千を~~て. fti去の州jf'.lき

を下半く済ませ. '，'.めにベッドに記Jfれて

11'ってく れました 成!.f!かしが好きな I~lmj

たちより少し いく、 l眠りに就く公々さん。

こうして、たくさんの人と笑邸!にI!llまれた

条々さんの 111は、今LIも偲やかに終わり

を先げ、また19111へと続いていくのですや

奈々さんの1日

⑩ 
6:30 怠嘗え

必7:00 朝食

、‘
『

9:10 fゅうjヘ出発

4 2 1M  -、お散歩

12:00 昼食

13:30 イベン トの準備

15:30 fはなえみ』ヘ帰宅

16:00 おやつ

16:30 入浴

18:30 夕飯

21 :00 就寝



歩けなくても、話ができなくても、“生きている"。

大切な命に寄り添う仕事です。

f;fl" この世界が好主主んですlと笑う小島陽子さん ゅう で働占的めて 6年.今やみんなのリ一歩一的

存在の者匝ス'7 ~7 さんですι それまで小児科て者医院をしていた小島さんが、 ID r;.'心身問答者の方々に寄

り添う毎日をiitんた理由とttヲまずはお仕事現地の羽子から‘小島さんの・今.に蝕ILてみましょう

fゅうjには， 100 1'，を紐えるスタ ッフの

みなさんが働いています。'1'で志.股引

平総1't栄 J~ など n '/~~(I内に l実'I!，HIドJ ケアが必

~な J ンパーさんにとって欠かせない 0・

(f.なのが、干7必{日liの¥'1怖を持つn~íßスタ ッ

フ メンパーさんの n1ï~ の{本訓作到!から

発作の対応まで、 J<:j~ スタソフと見l! Wi を

取りながら， t'/-門知ぷを訴かして働いて

います

小ωさんはここで働く 5人のイ守護スずツ

フのうちのー人。いつも、 『ゅうjの 4つ

の部川のうち、医'!I.HドJ ケアを必 ~í とする

メンバーさんが多い fひかりjに常駐し

ています。「ひかりJの Jンパーさんの線



チを見守って適切な処;内を行うのはもち

ろんですが、11キに{主主:彼ス 9ッフに1I.r-，ま

れて、{出の古lII:liのメンバーさんの線チを

Jきに1i'くことも。マニュアルどおりに卸J

くのではなく、必~とされるところには

いつでも駆けつける そんな柔・軟な安勿

が求められるfl:)l(ですt

「マニュアルどおりにはいかない、 1，けJJは

それをrt，市いjと悠じたこともありました

でもここは‘病気の lh1IFの攻均では

なく、，T~ い附'，'f を J5 っ ているけど Jé気な

メンバーさんが、 11'1'を烈しむために米

ている “生前"の均所 そこに マニュア

ルなんて、なくて当然ですよねjと、小

山さんはl引るく災います



「楽しむためjという小Jみさんの江柴のと

おり .rゅうjはいつも、 '91るい空気に包

まれてい ます。if(ぃ限引がありながらも、

笑厳!でどんなことにでも*敢にチャレン

ジするメンノfーさんたちの後。そしてス

タップ也、いつも決して笑顔を絶やすこ

となく 1J' iJl}Jし、メンバーさんたちの生活

に;!，fり添っています。

f::t際には、いつかjがあるかわからなくて、

常に命と向かい合わせですe で も、その

日その 11を淡しんでいるメンパーさんを

児てい ると「生き て いる」と感じます。

渉けなくても、おができなくても生きて

いて、それぞれが大切な命なんだ って

メンバーさんが教えてくれたことですJ

病院と泌って、 ここに は |災f:Jli が，~j; !n して

おらず、イ~.漫スタッフも1' 1 火を .(J て い ま

せん。不j';:o (~Ii としての fl・ τI~ のみならず、

支mス タッフと 同じようにメ ンバーさん

を 対・でjl1当することもあれば、日 '1"'

活動を共に烈しむこともあります。でも

そのことが、小島さんにと ってはプラス

に働いている総子です。

「医師がt、ない局所で向分が判断してやっ

ていかなきゃいけないことは、 iは初jはす

ごくプレッシャーでした。でも、 つひ

とつ経験して采り越えていくうちに、ナー

スがいないと成り伝たないこのlJH誌に、
やりがいを俗じられるようになりま した

私1111也、 j ンパー さんにより近づけると

感じていますし、 rI~J ~'ぜを -{Í'ていなくても

ナースと分かる働きをしたいjというな

欲にもつながっています."LI衣の天使"

ならぬ "私1111の天主l!"なんてっ ! (笑)J 

命に笥・り i添う製J易に、ィ~. J'告白11としての新

たな役;甲lを比.'I'rした小Jみさん その Hに

は、今 "も明るく懸命に '1:"きる メンバー

さんの後が|吹っていますα



朝の

スタッフミーテイング

支援スタノフと一緒に前日のメンバーさんの様子を

碕路し合う大事な時間。一対ーで常にスタJ7が

側にいるので、情報共有もスムーズに進みます。

嘆の穆諺

経'If栄養で食..をmるメンバーさんたちは、一人ひ

とり栄養剤の形般が.iIいます。事自の管理も大切な

仕事です。

支握スタッフの

研修

~ 

支援スタyフが医療的ケアに嫌わる際には、研修

が必要です.小島さんは、tli諸事看11師の立渇でこ

の研修をH!当。たんの吸引や経管栄獲について、

支援スタ'J7の銭術をチェッヲします。

毛筆 スタッフの

お:仕事

一番大事な f呼吸jを中心lこ、メンバーさんの健

康状鯵をチエッヲ.日中の活勧中も、常に4量子を

見守っています。必要であれば適宜、吸引 .P，且入

などの処置を絡します。

支援スタノフ、メンバーさんと共に日中活動を行い

ます。一緒にクイズに機燃したり、踊ったり、思い

切り楽しみながらも、一番早〈メンバーさんの体舗

の変化に気づけるよう、注意を怠りません.

医徳的ケアが必要な方を送迎する専用車には、必

ず看11スタyフが同乗します.鑓当の日は.少し早

めの出動で送迎車にZ量り込み、メンバーさんの送り

迎えに寄り添います。



‘薗園P

司岨・圃'

フ ラ イ ベ ー卜充実のワケは、織須賀の地に あ り ! ?

。
『ゅうJとともにある暮らし

ゅう j で看雌ス宮 γ フとして働く小島陽子さん . ここからは、~になる小島さんのプライベートについ

てもご紹介します 仕串もプライベー トも思い切り硲しむのが、小島さん涜・ライフスヲイル モこには、

海と山に図ま れたこの地でしか味わえない充実の暮らしかありました

小jみさんが『ゅう j のある 1'!' ';''i 川県横須l~i

市に守ってきたのは、約 8if.liii サーフィ

ンが lllil味の 11 J11)さまと l ~になる息 (.さん

とJtに、 ，'1¥4の{伴.I.!j~I~ から彬 11:してきまし

た 念願の海のある周波の小. 2人目のお

子さんも派まれ、米政 4人で作らす楽し い

1Ji1l そんなある 11、近所のス ーハ ーにR

t、物に行った際に、4Lイスを押してお散歩

をしている敬人のグループを見かけまし

た 。 その 11守はた だ 「大変だな、、、 j と.'~、っ

ていたのです。

全く別世界たった重心の看護ヘ

後 11 、たまたま 11 に I !~ まったのが fゅう j

の求人広行。Ilf，1.!!Jでは小児料で働き、 ffi心

のイ7必経験がなかった小山さ んですが、 以

前比かけた '!iイスのJn主が fゅうjのメン

パーとス 9ッフだと 知lり、『ゅ うjに興味

を持ち、まずは見学に米てみました そご

で1-1にしたのは、懸命に生きるメンバーさ

んの後

「イ7必削として、というよりも、 fi'1分の子

どもだったらJと.税の 1-1線で~lていまし

た こんなに!Uい附%を持った人たちがい

るんだ、とまず続いて、その生い立ちを!IH

けは:IIUくほど 、主it1年ちが入ってい って 在、

にと っては全 く別世界だけど、 f'やってみ

ようJと.'0¥.¥¥、 ましたJ

こうして [ゅう jで働き始めた小山さん。

最初 lif怖 l、jと総じていたこの11:'Jcも、

周りのスタ ッフに教わりながら徐々に自分

のペースをつかみ、心か ら策しめるように

なって きました 今では‘「家で織なこと



があ って も、ここに米ると忘れち平うJな

んて乃然も JI~び /1\すほどに。 メンバーさん

やスヲッフとのl刻わりの小で.小品さんの

不安はあ っという 1111にl吹き飛んでしま った

ようです

サー フィンも食ヘ物も、

横須賀を満喫中

遡 511のフルタイムで勤務する小ねさん。

忙し い旬 11の小ですが、ソフトポール、 ヨ

ガ.サーフィンなど、プラ イベー トもM.tい

切り策しんでいます

「プ ライベートはめ っち平光;Mしていて、

身体が 2つほしいくらいです!今一 需))

を入れているのは、ソフトボール。 繍~tir~

のチームに所以していて、全IJiI大会出j誌を

、
且
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ドl指しています。糾留は !111M11なんですが、

子どものサッカーの斜!凶もあったりして.

優先順(，'1.をつけるのが大変で(笑)。でも

子どもの"式合のときは、必ずl必憾に行って

ますよJ

その他に也、 電11.11の1支はヨガにIllIい、五Zは

サーフィン {しかもサーフポイン トは独り

占め!) も策しむなど、このj也ならではの

~t訴を満喫している小向さん。 さらに魚や

野菜といった j由 jtp~l の:n l床しい食べものの

訴など、榊~ri flの魅力をJIiりだすと 、止ま

らない線チでした。

『ゅうjで働き.椀Uti."lで祢らす.移住し

てがらりと~わった小山さんの う イフスタ

イルは、こ れからもますます先実していき

そうです

1司国圏圃F

‘圃圃，



色。

メンバーさんご憲厳のインタビュー

一[みなと舎jができた吉っかけは、ご家族

の運動からと伺っていますが、どのような経

総があったのでしょうか つ

;，ìll Jl I : 吋 IL~、横須!"{diには可(/究明~J~市Wlíの

通う胞設がなく.子どものJ~~盤乍校卒業後の

進路を与えると、 i見然としたイ"女は持ってい

ました 内等自11卒業時には、防7fの直い人た

ちの作業所を作ろうとして地域のんーから以j-t

jill動も起こり 、「本当にどうにかしなければJ

と。 fどもたちが安心して)!]iえる昨かなtblwr
がほしい、と心!i(.'J.tい、飯Nさん (IJlrみな

と合J.flI!M占)に相談したんです

小山:私もm'!には敏らしlゾU，可をさせたいと

!ぷい、 j11冶.，，;:校の尚7fffllではなく、般にあっ

たところに行かせたい、とJj-えていました

でも当Hれま近くにi泊所飽泌がなかったので.

m浜の路沿まで1，.f11 Jt!iっていました

「居場所Jや「自立Jを実感できる港所

-rゅうjやケアホームができて、 i盈所 され

るようになって、お子織の桜子と、お母1革の

気持ちに変化はありましたか?

飯寸二・ Mm:立不安だったんですけど、スタッ

フのjjの、家泌がjで、 r，!よいVEI誰惑で、 fど

も抜いもしない姿勢に安心できました吟行か

ないつもりだった成人式も参加することがで

きましたし、そんな終験を・つひとつ重ねて

hくうちに‘「ここがこの fの!，'iJ劫J好なんだj

とM.tえてきました 籾としても本当にのり維

〈思っています

小111:うちの 「も思い切ってケアホームで作

らすことを決めましたが、そのうち、スヲ ッ

フのjjと払とでは、;nすJHo'Iゃ態度が全く

巡ってきて、この「なりの1'1''[.を実感するこ

とができました ケアホームでは 4人でりE ら

していますが、今では7L牙;か米朕のようなま

とまりを.rI'していて、五〈に似るのとは述，う、

いきいきとしたお怖を見せています.これは

縦がいくらがんばっても与えてあげられな

かったことかな.と込'.¥、ます.

小山車々さんのお母4・
々~ん rゅう c.-;亜日ケアホーム 'IH，えみ でヱ治申



心の葛E蓄を乗り越えて

ー険害のある子を将つ親として、これまで

4革キなご苦労の中でさ主きて来られたことと恩

います。

』
iimlll・やはりII!初lふ 子どもには:11.¥いのです

が、 fなぜ、在、の子どもがjと!41ぃ、いつの

1111にか、 Ilt;鋭の払が"大変な人"になってい

ました砲かわいいという思いと、私の人'1:.は

どうなるのか、という !.l.tt、がうど針fし、心が分

裂してイ・11"1'している時もあって。でも、ある

ときl米id:さんに f光ち平んはおi吐さんのこ

と.分かつてるjと.1われ、わずかな点的の

)!f，いの'1'にそれをはつけたとき、やっと$せ

を感じられました。

/iJi干.弘がl次っωれたのは. ~自が小乍佼 5 年

生くらいのlI.fでした それまではあのt.この

Fでいろいろとifilliしたんですけど、 fもう

このチはこれ以 I'_J~"けないんだ、 11，(;せないん

だJと主(!-t吉、そのとき初めて、かわいいと

!，!.'.えました，rこのままでいlリと込lえたと

きに、隊'I~(がある、そのままの般が心からか

わいいと!思ったんですよね。 こうしていろい

ろな人と川会えて、いろいろな経験ができた

のも . ';~I菜のおかげ それが私の人生です.

納剥ぜ r.， r"， -J 

濁川売さんのお母織
売さん.ゅう3に通筒、ケアホーム'は1，;えみ l て生活中

生涯安心できる場所を求めて
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PJj_寸うちの似は、 lIは11から物を食べるこ

とができていましたが、今では肺炎を繰り返

し.タンの絡みも多くな ってきました fドを

J(~ ってくると|欠1Ii.的ケ アが必波な }j も多く

なってきますので. 1'1分が介泌できなくなっ

た 11，\ 、 ~1 :.ì)H安心できる j劫所がw;しいと札川、ま

す

i，m川.今、私たちの f'どもたちは、 、'iたり liif

のようにt.J山、X:j)}を受けていますが‘それ

は fみなと合Jのスタソ 7ののf鎖と 'y，)Jの l二

に成り立っていると!ぷう のですこれから也、

fみなと合jをfll川されるご家族の}jキと

絡に、できるだけ t~)J をしていけたらと思っ

ています。

小111:品:は向分のtl査なんて 47えられなかっ

たのですが、峨々なことをクリアして、今、

こんなやせが待っていたんだ、とンた絡してい

ます。この主t持 ちを、今J良:1ま他の紛のJjにも

1味わっていただきたい， rみなと ~~J の~l!念が

治かされたSFらしのJ~lができて. ご家肢がホ ッ

とで きるといいな. と心から思 っています

: ~ .:のインタピ，，-U.2011!T7月 13自にAぬ I，/d，のです

小山積々 さんのお母1111.2011 <r: 10月 ご逝去され草した



理事長からの

メッセージ

「人生支援J。
それは、医療のもう 一つの役割です。

fたまごむし rn iniJを F に I[~ っ てくださり、

ありがとうございます。ト1:会制祉法人みな

とf1lTt!i，lQrゅうjが誕生してから 1511'- 払

たちスず ッフは、「本人1[1心Jの与えJjの ド、

メンバーさんから生きることの人・切 さを'γ

び、たくさんの向ひ.をmきながら、笑いあり、

涙ありの、にき.やかな1，j11をi去って参りま

した 本必を)Iliし、そんな Jンパーさんや

スタ ッフ、ご家族の機 「を少しでも感じ取っ

ていただければ幸いです

F市7Fは. ' II.~的な病気ではなく、その)jの

人生の小にずっと続いてい くものです F余

計のあるカキの人生を、ワンポイントでは

なく、 トーヲル 的にえ・えていく考え )jを、

私たちは「人生文.t1JとH、Fんでいます 本

誌では行"留スヅツ 7のfl:'I(をご紹介しまし

たが、|災tJ.~ の 12' í'J!l は、約主tの治療だけでは

なく.この 「人'1，文般jにもあると!41います

特に ，f{縦心身陥得者と 11干ばれるんf々 は、小

さい~iから|災w.にむ1ることが多くありまし

た.命は永らえたけれども隊3は残った.

そのような )i々 を 兄ていると、病気の治療

だけではなく、むしろ、それが議ちま?いた後、

「どう いう人'1・をi去っていくのかJcその部

分をえ:.mしていく 必1.l!tI:を、強 く感 じずに

はいられません

「命を以えたけれど、人'1・1立4まえたか?J 

r flllのために命を絞ったのか'!J 

これらの11¥11、に ーつの形として答えるべく、

みなと??では、 2014if.俗、 if(続心身隊:1/児

unのための入所Jk，:Qrライフゅうjをオー

プン放しま すo ~'i-I " I 的なl夫総のサポートを

必援とする JンパーさんのためJ人生文銀J

という、|筑波のもう一つの役測を;lf践する

JUとして、新たなチャレン ジを続けて参 り

ます。もし「人生文般Jに|比|心のあるイi，jl!!

例lのん・‘または11'，)世r:'IIをぶすJjがいら っしゃ

いましたら、せ・ひ-J良:rライフゅうjの)J，I

を11[1いてみてください そこには、夜、たち

の人生に、 払たちが りえるより も、もっと

もっと人・きな価ftt'iをりえてくれる、メンバー

さんたちが1<'1っています

十1:会制祉法人 みなと合

鹿市長飯野雄彦
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2014年春、重症心身障害児・者のための

事業がスター卜します。

近年、メンバーさんのご家族の高齢化、医療的ケアが必要なメンバーさんのm
加などの背努力もら、医療のサポート体制の登った入所施段を望む声が年4'Pul

まっていました。そんな中、機須賀市から愛症心身障害児 (者)施設の計画が

発表され、ご家族の怨いと法人の想いが一体となり、みなと舎は絡設の設立に

向けて準備を進めて参りました。

そして 2014年春、みなと舎li、重症心身簸害児 (者)のための入所絡役 fラ

イフゅう をオープン数します。建設予定地li、三浦半島のほぼ中央部、葉山

と機須賀にまたがる、 ftかな自然に図まれた「湖南国際村J.この地で、一人

ひとりの自立生活の実践のため、新たな支援にチャレンジして参ります。

ライフゅう での支援の考え方は、これまでの ゅうJの実銭と変わりません。

Iゅうjで治ってきたものを最大限に活かし、一人ひとりの盟かな生活を往と

した 「本人中心支緩Jを続けて参ります。これまで、f絡役Jと 「自立生活j

は結びつかないと思われてきましたカヘ ーライフゅうjは、自立の実践の.I，Ilです。

日中は ゅう」へ通所したり、社会活動に参加したりしながら、できる限り、

地続生活にまで広がる支援を自指し、実践していきたいと思います。

全てliメンバーさんの重量かな人生のために。

fみなと舎jの新しいチャレンジに、どうぞご参加ください。

UL. < 1:一ページをご覧下さい 砂 川!J/.I~il;li';I'A " ii .f.l;叩 am I 

1i11E心身障書児{者). Ii:度m彼障害児{者)について

盟底的位体不自由と量置の知的障宙とが量慢した状態にある方を圃症心身障省児(昔}、議aで定的られた陣容(宵.聾.知的障害‘肢

体不自由.‘荷量量)t 2つ以上1持ぜ持ち‘ ，.挿先進の遅れが膏しい方を温度量慣陣曹児(宥}と時ぴ‘日本にUおよそ 3方自。00白人{平

成 151:早世知県鍋董量元L帽定)いると曹われτいます.

その原因1.1.出室町(51;束性風疹信候1I'I.(i百形 ー睦色体興需帯).出生時 斬生児期(骨娩異常・低出主体重児lf).胤生期以後{箇

提tzどの例因性舗曹 ・rんf1'んなどの定娘性障害)などf是々ですが、医俸の遭接により、かつてu死tしていた例がぬ命で曾るよう

にtzっとため、車窓心身倒曹児{者}・鑓直置111障害児(者)の叡I;It曽加傾向に"り$.r. 



LIVE IN MINAMIHAYAMA 

みなと舎がある

神奈川県横須賀市芦名って

どんな ところ?

渋谷 .

品川

• 

みなと舎ゅうの晶る神奈川県繍

須賀市芦名は、検須賀市の西側

で相倶湾に面しています。量寄

り駅1<1:JR繍須賀線遺子駅。そ

こから風光明婦な湘南海岸沿い

を走り、地元では筒鷲山と呼ば

れる湖南工リアの南側にみなと

舎があります。

近くには否には湖南 ・鎌倉、南

にはまぐろで有名な三崎泡港な

ど、海や自然や美味しいものに

図まれています。

検浜• 

鎌倉

• 温子. ・4員須賀

-lI!山 ・
・ライフゅう (予定地)

・みなと舎

ACCESS 

JR逗子駅 か ら ・・-

横浜まで約 30分

東京 ・品川まで約 60分 .三鱒
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社 会 福 祉法人みなと舎

代表者名:飯野雄彦 法人箆可 1997年 9月
所在地 神奈川県繍須賀市芦名 2・8・17 TEL: 046・855・3911 FAX: 046-855・3912

みなと舎について鮮しくはホームベージをご覧下さい 惨 http://www_minato-yuu_o仁jp


